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1.　緒　　　　言

近年ヮ㎈年で飛躍的に向上したにも関わCO

2 排出量が高いこと
から，さらなる高効率化，CO2 回収技術が求められてい
る．そのさらなる高効率化を実現する方法の一つとして，700ゾ
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現用の 600℃級 USC 発電技術をベースに蒸気温度を
100
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は，固溶化熱処理を施した材料であり，使用中に微細な炭・
窒化物を析出させて高温強度を得ている．すなわち，運転
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に着目すると，ボンド部から約 10 mm 
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